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は し が き

昭和55年は当環境技術七ンクー(|日公害技術セ‘／ター）設立以来満10年を迎えた年

である。

昭和42年公害対策基本法制定以来、各法令の制定と相侯って、行政と企業がそれぞ

れの立場て国民の健康的な生活環億を創るため努力して来だ。 は木呆の状況から

環境歯準を越える実態が非常に少なくなり、初期の目的を達成しつつあることは喜ぴ

にたえない。

公害対策が曲か角に来だとよく言われる。正業が対応してきた努力しこよって環境菫

準を越えない範囲の数値とな b、評価雰れろ面は大きいか果して我々の了孫紅満足苫

れる対策がとられているだろうか。一方では昔の河川は再び戻らないと言われる。我

々の生活によって環境の悪化を招いている現実からすれは、必すしもこれで満足すべ

きものでないかも知れない。

生活環境の変化の中において我々は「今何をなすべきか」を考え将来に悔いを残芯

ぬ様暗中摸索を<b返しながら論議し、検討し、調査し、方向づけて行く必要があろ

う。

昭和55年度から閉鎖水域の一つである八郎沢調整池の汚濁調査の解明が始まった。

数年の開査で解明出来るものではないだろうが、早い機会に方向が見い出せたらと一

翠を担引所員一同張り切っている。また独自ご調査してし、る硫氏酸化粒の植物への影

響など継続的に実胞しているものもある。

このだ吠昭和55年度年報第8号を皆様にお届けすることになりましたので、こ‘‘高覧

のうえこ｀批刊、ご指導を！湯れは芸いと仔じ庄ず。

昭和57年 1月

秋田県環境技術センクー

戸麟園部孝雄
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1. 沿 革

＇昭和 45年7月1日

昭和46年4月1日

昭和46年10月1日

昭和48年4月1日

昭和48年7月191=1

昭和55年7月1日

昭和56年4月1日

秋田県公害技術センター設置

大気科、水質科2科で発足

設置場所→秋田県工業試険場内

土質科増設

企画開発部から環境保健部所属換

テレメーター係、管理係増穀

現庁舎完成・（竣功式）

公害技術センター設置10周年記念行事実施

環境保健部→生活環境部所属

環境技術七ンターに名

2. 庁舎の概要

(1) 位 置 秋田市八橋字下八橋191-18

(2) 敷地面積 6,664.54 d 

(8) 建 物 鉄筋コソクリート造3階建延 1,929.78m2 

(4) 建物の主な内訳

1 |:lか ごーレメークー下、所長室、山務主、図書＇年、ボ｛ラー室

624.58而

2階 大気、騒音・振動、臭気、生物、水質、土質の各試験室、ガスクロ機器室

31倍 芸議室、 （財）秋田県分机化—;'・ピンター

4階ペントハウス

5階ペントハウス

車恥（訊科処理室含む）

564. 58 m2 

564. 58 m2 

15.54戒

15. 54 nl 

144. 96戒

- 1 -



(5) 庁 平面図
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3. 組 織

(1) 機構と事務分掌

管理係 人事、予算、給与、物品、財産、庁舎管理、
→ 

(5 名） 福利厚生

次(1名） ..・一

大気科 大気汚染の調査研究
→ 

(3名） 頴音、振動、悪臭の測定晶査研究

次長 水質科 環境水質試験、工場・事業場排水調査
所長 I— → 

(1名） (4名） PCB環境汚染研究

主任専門 専 問

ー研究員ー一研究員 土質科 土壌農作物農薬の調査研究

(2名） （1名） (3 名） 鉱山廃棄物の調査研究

(2) 職員配置

ーーテレメーター巳 テレメーター、ンステムによる公害常時監視

(4 名）

56. 4. 1現在

；分 職雙ー事務吏員技術吏員 1 詞三五冨―—i1
所長 1 I I I 1 
次 長 1 I 1 I I 2 
主任専門研究員 I -2 -- 2 

専門研究員 I I 1 I I 1 
管 理係 3 I I 2 I 5 
大 気科 3 I I 3 

水質科 4 I I 4 

土 質科 I I 3 I I 3 
テレメーター係 I I 4 I I 4 

計 I-5 T 18 2 | 25 
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(3) 職員名簿

56. 4. 1 現在

昭和 55年度 昭和 56年度
名
氏名氏名

長 園部孝雄統計課から

＂ 小田野直 退職

----

長 水木孝四郎 水木孝四郎

三浦竹治郎 三浦竹治郎

喜覧専閂 藤盛：［菜 l衛生科学研究所から
大橋 猛大橋猛

- - - ^ - -9 - --― 

専 門研究員片岡 実片岡 実

-- -

長 北島静ー公衆衛生課から

猿田 健 秋III農林事務所へ

，J[ 長谷川ミヤ 長谷川ミヤ

＂ 工藤正則 工藤正則

運転技師 菅原秋志 菅原秋志

- - --- - -

＂ 鈴木春樹 鈴木春樹

l - - `―-- -

大気科 1 科 長企派“ 実企兼頁 実

師小玉幹生

任吉田 昇吉田

師宮樫浩二 横手保健所へ

- -

杉本俊比古 鹿角保健所から

井島辰也 井島辰也I 

科係名 職 備 考

所

次

II 

＂ 

管理係 係

＂ 

主

技

主

水質科へ

昇

卜
又｝
 

ff 

" 
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科係名］職 名 l昭和 55年度］昭和 56年度
氏名氏名

水質科科 長よ兼“ 猛よ兼、 猛

主 任 小玉幹生大気科から

！ ＿ ^ 一 ＾＾”｀――^  

／1 |小林 裕 I知 1保健所へ
--- l 

師加藤 潤 本荘保健所へ

湯川幸郎 1湯｝l［幸祁

片野登片野 登

大友久利 大館保健所から

一m

土 質科 科 長 1池田泊^--- I 秋田保健所から

小沢喬志郎 衛生科学研究所へ

-------

技 師 1 武藤公二 1武藤公二

＂ 松田恵理子 衛生科学研究所から

', 1 三浦平閲 医務吃'k課ヘ
I 

贔竺義英 I
国部十二郎 国部十二郎

師 神馬倫公害課から

- -

泰良幸男 能代保健所から

： ＂ 斉藤勝芙i斎藤 Il／美 I —-— 

＂ 仙波日出夫 能代保健所へ

＂ 三浦道夫 流域下水道建設事務所へ

技

罰 考

II 

＂ 

II 

＂ 

I 
テレメーター係 係 長

主任

i - --
古`｛i
 

II 
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4 ． 予 算

（単位：千円）

款 項 目

衛生費 l環境衛生費 l公害対策費 I報

節 ）累贋眉 旱賃冒

酬 960 I 1,002 

共済費I I 
金 3.360 I 3. 555 

報償費 79 85 

旅費 2,712 2, 712 

需用費 38, 328 I 39, 359 

役務費 11, 910 I 11, 608 

委訴料 10, 135 I 11. 276 I 

'~は腎 l 236 ー 152 

工事請負費 5, 369 I 5, 044 

備品購入'Mi:I 18, 837 I 11, 196 

公課費 27 110 
----

投資及び 10 
出資金

I―- 91, 963 1,2, 099 1 

賃

備

- ---

考

計

―- 8 -



5. 主 要 機 器

格数最

喜上電畠 緊＝器。 I22 I 
日立堀場 ：悶恥二塁gg l 7J 
雪→3 I 22 I 

加嗜 I 22 I 

：ンタル粉じん計 1 柴田 A-703 | 6 1 -— 

オキシダント自動測定機 柳本 TGA-300 4 1 

逆転層測定装置 1 小笠原 TR-61o | ]-I 
l - ----

大気安定度自動測定装置 1光進 ASAR-1000 I 1 I 

炭化水素自動測定機 島津 HCM-3AS I 1 

：温灰化装討 トラペロ LTA-302 ] 4 1 

分 光光度計恥贔冑彎塁塁 I 5 

赤外線分光光度計 東芝ベックマン IR--33 I 1 I 
自記分光光度計 日立 323 1-- 1 -I 

- --

積分球式濁度計 日本精密光学 SEP-IRE I l 

F P D 検出描 1 島袢： GC-4BM I 1 
紫外線吸光自記分光光度計 1 日 立;--- -- I 1 1 

：・子吸光分光光度』・ 晶斎岱姑警．AA640 1 二[L-
水銀測定装置 1 理学マーキュリー 2 |ー------ - - -

：スクロマ］‘ーグラフ 1鷹靡器二霊7A | 5 1 
自動イオウ分析装置 理学電気サルファX I 1 1 ---- --- ― 

ー••一•

炎光光疫検出器 島汁t EPP-A I 1 
| ―- - -- -

インテクやレーダー 1島津 ITG--4A - I 2 

金屈成分抽出装i性 日立 550 - ・1 1-I 

各 規

I 

三息化硫黄自動測定機i塁気化言

窒索酸化物自動測定機 l 馨気化亨

機 械 備 考

- 9 -



名ロー規 格数量

藻類培養装置 1 伊藤製作所 A-GP-15OR | l 
T O C 測定機 日本分光 524B型 I 1 

煙道二酸化イオウ分析計 1 高立 KS---300 I 1 

デジタル騒音計 リオン NA-31 I 2 

粒度分布測定機 セイシン企業 SKN-500 I 1 

油分測定装—" l性 1柳本 OIL-102 1 1 -

純 水装 置ヤマト WA-715 I 2 I 

土壌試料抽出振とう装置 三田村 MRK • I 1 I 

標準ガス発生装置 1 紀本 SGG-2 I 1 I 

アンダーセンユァサンプラー 高立 KA-200 -1 3 1 

マルチカ‘スサンブラー 1 東京工業 72-8刑 --" 2 

直 示 天 秤 PR700 メトラー I 1 I 
テレメーター装置ー式 1 日立 — -- 1 

COD自動測定装置 1 東亜電波 CODMS---A I 3 I 

全自動排水行理装置 同和鉱業 LIP50AHa 1 • 1 

標姻オソ｀ン計校正装置 紀本 1 

自動滴定装置 東亜電波 1 

ソフテノークス 1 EMB 1 

乾 燥 器タバイ P(S) -34 ] 2 1 

器 1 平山式 1 1 

，監 視用 船ヤマハ VV-25 -- 1 1 

環 境測定車 いすゞニルフ 250 1. 1 

機 器

ふ ら ん

備 考
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